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関下 稔
1 
わが国企業の活動，とりわけ国際経済活動のなかに占める総合商社の役割
の大きさについては，改めて強調するまでもないところであり，そこには，
総合商社の出自としての戦前の財閥商社ないしは専門商社の活動も含めて，
明治以来の長い歴史的な経過が横たわっている。明治以来，善きにつけ悪し
きにつけ，わが国の国際的（ならびに国内的）な商業活動は財閥商社ならび
に総合商社を中心にして廻ってきた感があり，その意味では，総合商社（そ
の先駆としての財閥商社・専門商社を含めて）について論じることは，やや
オーバーにいえば，明治以来の日本資本主義の特質とその消長について論じ
ることにもなる。そして，事実，これまで様々な角度から財閥商社ならびに
総合商社が論じられてきたし，そのなかには，外国での検討も含めて，それ
ぞれに貴重な成果も多くえられてきた。しかしながら，それでもって総合商
社の全体が研究し尽くされたかといえば，当然のことながらそうではない
し，今もって，重要な論点について十分に明らかになっていないところも多
々見受けられる。したがって，残念ながら，総合商社論の決定打もまだ現わ
れていないように私には思われる。そのことがまた研究者の研究意欲をかき
立てる要素ともなっていて，いまだにつきせぬ研究上の未開拓分野が多く存
在することにもなる。
本書はそうした総合商社論に魅せられた少壮の学徒が，これまでの総合商
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社論の空隙，とりわけ現在の総合商社の国際的な活動の本質を解明すべく，
過去10年余にわたるこの課題との研究上の苦闘を経て，ここに自らの総合商
社論を展開しようとしたものである。著者によれば，本書は「商業論の視点
から総合商社を論じた」ものであり，それは「総合商社が世界でも特異な大
規模商業資本として成長したことについて，その根拠を日本経済を基盤とし
た商社固有の市場活動に求めようとする」（「まえがき」）著者の独自の視点
からきている。著者の専門的関心がもともと商業論にあったということもあ
るが，現在の総合商社の世界的な役割からいうと，この視点からの接近には
大変，魅力を感じるし，事実，必要な視点でもあるといえよう。
本書は全体で300頁余にわたるものであり，その構成は 3部よりなる。第
1部の「日本経済と総合商社」では， 総合商社論の課題（第1章）， 総合商
社の存在基盤（第 2章），総合商社の流通支配力の根拠（第3章），企業集団
による市場支配と総合商社（第4章）， 総合商社の国内市場支配（第5章）
など著者の総合商社（ならびに総合商社論）の位置づけとその根拠が展開さ
れており，本書での著者の立論の場となっている。そして第2部の「総合商
社の多国籍化」では， 総合商社の海外市場支配（第6章）， 総合商社の多国
籍化（第 7章），日本型多国籍企業の展開（第 8章），日本型海外資源投資と
総合商社（第 9章），80年代世界不況下での総合商社の海外事業の新展開（第
10章）など，現在の総合商社の海外事業活動の主側面が分析されており，本
書の中心的な部分を構成している。最後に，第 3部の「総合商社の貿易市場
支配」では， 1950年代の商社強化策（第11章）， 日本貿易と総合商社（第12
章），経済摩擦と輸入品市場における総合商社の位置（第13章）など， 戦前
の財閥商社以来の総合商社の基本的な性格である，いわゆる商社機能の強化
とその変化についての考察に費やしている。このように，本書の対象と内容
はまことに新鮮かつ多彩である。以下，その内容について，少し詳しくみる
ことにする。
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第 1部では総合商社とはなにかを扱っている。まずその基本規定につい
て， 著者は商社の「総合性」に着目して， 「取扱商品の多様性と取引の大規
模化が決定的に重要なポイントだ」 (4頁） と考え， 大規模性が抜け落ちて
いる貿易商社との違いを明示しつつも，大規模化一般が総合化に直結するわ
けではなく，その両者を結びつけたものは戦後日本の経済発展だとし，その
意味では総合商社の出自としての戦前の財閥商社と同じものではないとす
る，総合商社出現の経済的必然性と現実的な根拠， したがってまた独自性を
提示する。
つまり， 「日本の産業および貿易発達のなかで， 商社が巨大化していく過
程で不可避的にたどってきたのが総合化への道だったということであり，総
合商社とは日本資本主義の発展を可能にした諸条件のなかで，商業資本の集
積，集中化がもたらした特殊形態であったといえよう。それはとくに戦後の
産業構造の重化学工業化のなかで表われてきたものである」 (4頁）。
このように，戦後の日本経済の構造変化，とりわけ産業における重化学工
業化とそれに照応した貿易構造の変化，技術と原燃料の海外依存（とくにア
メリカヘの）の増大などの要因によって，必然的に総合商社でなければなら
なかったとする。それは， 「日本の独占資本は， 資本循環を自力で遂行しう
るほど強固ではなく，生産技術および原料の決定的な対米依存のもとにはじ
めて強蓄積が可能だったのであり，こうした構造のなかで総合商社が日米独
占資本の従属的仲介者として不可欠だった」 (27頁）からである。
こうした著者の立論は，総合商社がなぜ成長できたのかを説明する経済的
根拠を戦後日本資本主義の世界的な歴史・具体的に固有な条件に求めたもの
であり，その立論の確かさと正統性を強く印象づけるものとなっている。た
だしこれだけでは，肝心の総合商社そのものの独自な活動領域と，したがっ
てまたその基本性格を明示したことにはならないので，つぎにそのことに踏
み込むことになる。
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そこで，こうした視点にたって，総合商社の性格についてオルガナイザー
などの機能の多様性に目を奪われて，それを商業資本を超えた多角的機能を
行う複合的な資本とみる考えを批判して，あくまでも商業資本としての売買
（取引）機能という基本機能から出発し，総合商社が多角的機能をもつの
は，取扱商品の総合性と関連しており，「売買活動を自社の商権として行う
手段として，取引に付随する機能や取引を開拓するための投資が進められて
きた」 (7頁）ためであり， その目的は流通支配を行うことであり， したが
って，基本的には独占的商業資本であるとみる。そしてこの観点から，総合
商社の市場開拓，取引の特徴としてのコミッション取引や継続的取引，総代
理店契約，そして市場管理などの特徴について，首尾一貫した説明を行う。
第2章以下では，第 1章で確立された総合商社の位置づけと基本性格に基
づいて，総合商社斜陽論や取引費用理論などに関する批判的検討と，価格競
争カ・非価格競争カ・独占的支配力についての総合商社の重要な役割，さら
には企業集団のなかでの総合商社の位置や企業間取引といった重要な機能に
ついて，詳しく展開している。
以上みたように，第 1部は本書の基礎的・基本的・理論的な部分を構成し
ており，著者の総合商社論の立論の場となっている。その立論の確かさと正
統性についてはすでに述べたが， 強いて注文をつけるとすれば， 「日米独占
資本の従属的仲介者」という総合商社の役割は，最近の日米関係の変化，と
りわけ日本の経済力の発展にともなう経済摩擦の激化と，それ故にこそ生じ
るアメリカの主導下での政治同盟の強化という，経済と政治の二律背反と政
治による統一という現実的過程の進行を考察した際には，さらに多くの補強
ゃ，場合によっては修正が必要になってくるはずで，それらについての深い
洞察を期待したい。
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第2部では総合商社の多国籍化過程とそれに付随する問題について取り扱
っている。ここは総合商社の具体的な活動をみていく際には，最も重要かつ
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中心的なところであり，したがってまた，本書のなかでも最も興味深い部分
を構成している。貿易立国を掲げるわが国の海外経済活動のなかで，総合商
社がきわめて大きな役割を演じてきたことについては，周知のところである
が，最近は，貿易に占める総合商社の役割を基礎に，海外投資（とくに直接
投資）への総合商社の貢献も急速に高まってきている。そして企業別ないし
は産業別の海外投融資残高では，総合商社は最大の規模とシェアを占めてい
る。そこで，ここでは，総合商社の海外投資活動の特徴はどこにあるか，そ
して総合商社を中核とする日本型多国籍企業とはどんなものかについて，集
中的かつ多面的に論じている。
まず，総合商社の海外投資活動の特徴であるが，第 6章では，予備的に三
つの特徴が指摘される。第 1は，総合商社はその主要な目的を商権の確保に
おいており，そのために，俗に「三人四脚型」投資と呼ばれる，商社を中心
にした， 日本メーカーと現地資本との共同行動が広範に展開されていること
である。第2は，その際の総合商社の活動の型として，先進国に進出する際
には，販売会社を中心にして子会社形態で行い，他方，途上国に対しては，
製造業分野を中心にして合弁形態での進出が典型的だということである。こ
れは，市場規模が小さく，賃金水準が低い途上国には，中間財輸出を目的と
した最終工程の加工や，先進国向けの加工輸出を目的とした製造業投資が行
われ，一方，先進国では完成品の輸出促進を目的とした販売会社設立が中心
になるからである。第3に，メーカーの成長に伴って高まってくる商社排除
傾向に対する対応策が，総合商社の側にも必要になることである。メーカー
にすれば，輸出を始めた当初は商社に依存した間接輸出を行うが，その後輸
出が軌道に乗れば，現地販売ルートを自力で開拓するようになり，その結果，
商社を排除した直接輸出に切り替えていく傾向が強まる。これに対して，商
社側が有効な手だてをうたないと，その影響力が後退することになるし，将
来は国内における産業資本と鹿業資本の関係に類似した運命をたどることに
もなりかねない。
ところで，総合商社の海外進出＝多国籍化はあくまでも商業資本としての
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多国籍化であり，そこでは売上高拡大が一義的に追求され，それは「商権の
拡大」という独特の論理を持つことになる（第 7章）。本来的には， 産業独
占体による生産の集積・集中が進めば，商業資本の役割と比重も後退するは
ずであるが，貿易というJレート（貿易商権）を確保することによって，日本
の総合商社は強力な地位を内外で保持しようとして，多彩な海外事業活動を
積極的に展開してきた。そしてそれがこれまで成功を収めてきたのは，日本
経済の加工貿易体制という独特の体質と，資源の低廉かつ安定的な確保とい
う国家の資源政策があったからであり，具体的には資源輸入と製品輸出の加
工貿易が両輪になって進められ，総合商社はこうした日本経済の特徴に合わ
せて，加工貿易補完的な海外投資（資源輸入関連と製品輸出促進）を，商社
参加型の海外投資という日本に独特のやり方で進めることになる。
そこで，第8章では，こうした日本経済の性格から生まれた日本型多国籍
企業，つまりは商社参加型ーというよりも，むしろ商社主導型ー海外合弁事
業そのものの分析に入る。戦後日本の海外直接投資の流れを， 60年代央まで
の，資源確保型の少数の大規模投資 (4大プロジェクト）を除いては，全体
として散発的で低位な段階，その後71年までの，質量ともに海外直接投資が
急増する時期，そして72,73年を契機とした本格化の時期に 3区分したうえ
で，そのなかでの総合商社の圧倒的な地位を確認する。そして，総合商社の
海外進出は，海外支店網の設置，資源支配を目的とした鉱業・農林業投資，
産業資本との合弁による製造業投資，の三つの形態からなり，それは同時に
歴史的な展開の順序をも構成しているとする。戦後の総合商社の海外活動を
助けたのは，世界各地に張り巡らされた海外支店・駐在所網であり，その基
礎上で， 「総合商社の多国籍化の指標ともいうべき」 (148頁）海外支店間取
引＝三国間取引が拡大する。なお，総合商社の海外製造業投資には，途上国
に集中していること，中小規模が多く，労働集約的な下請け加工分野での進
出が中心であること，そして共同出資者としての参加が多いことなどの特徴
がある。
これをさらに詳細に分析すると，総合商社の海外直接投資比率の高い製造
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業分野は素材生産型の繊維，鉄鋼，化学であり，総合商社はこれらの二次加
工の海外投資に参加し，かつそれの主導的な役割を果たしてきたことが浮か
び上がってくる。そして総合商社は現地の加工企業を日本からの原材料・中
間財の輸出先として確保しつつ，さらには現地加工製品の販売にも介入し
て，二重の利益をえてきた。それは同時に，今日の総合商社の前身が，財閥
系を除いては，鉄と繊維の専門問屋からの成り上がりであるという歴史的な
性格にもよるものである。
また資源投資においては海外鉱山の自主開発，融資買鉱，単純輸入の三つ
の形態があるが，その圧倒的な比重は単純輸入にある。それは，戦前の植民
地の喪失によって，原料基盤が失われたこと，日本経済の国際収支の天井が
低く，海外投資余力がなかったこと，有力な鉱業資本が存在しないという脆
弱な基盤，そして国際独占体による資源の世界支配などの，戦後の日本の資
源開発を制約した条件の存在に原因があった。それにもかかわらず，国家に
よる資源政策の実施という強力な後ろだてがあったことと，その際，鉱業資
本より総合商社が投資主体として主導的な役割を果たしてきたことに日本の
特徴があるとしている（第 9章）。
以上のことから，著者は以下のような結論と規定を下している。日本の海
外直接投資の特徴を比較劣位部門の途上国への進出にあると考え，そこから
当該産業が進出先で比較優位部門となり，その結果，日本と相手国双方で産
業構造の高度化をはかり，相互に調和的な貿易拡大をもたらすと，日本の海
外直接投資を礼賛する「貿易志向型＝日本型海外投資」論（小島清）を批判
した上で， むしろそうではなく， 「日本の海外直接投資において『日本型』
ともいえる特徴は， 『三人四脚型』合弁投資にみられるような， 総合商社の
主導的な役割に求めることができる」 (158頁）のである。そしてこの商社の
主導性を，独占的商業資本による途上国の中小企業の下請支配に基づく統合
＝組織化，つまりは「日本型統合化」（同上）と呼んでいる。
第10章は1980年代にはいってからの世界的な環境変化のなかでの総合商社
の海外活動を概観したもので，その特徴を，本業への回帰，新産業分野への
82(204) 第 36巻第 2 号
進出，事業多角化に要約している。
以上やや詳細にみたが，ここでの著者の立論と主張点はきわめて明瞭であ
る。総合商社をあくまでも商業資本としてとらえ，その商権確保という規定
的動機に導かれて，流通過程に棲息し，生産＝産業間を繋ぐという性格が，
国際的な場では貿易商権の確保となって現われ，かつ生産面では日本の生産
企業と途上国の中小企業を結びつける「三人四脚型」海外合弁事業の展開，
実は途上国企業を下請支配に統合するための組織者という独特の役割を果た
すことになり，それが日本全体の海外直接投資の特徴となり，したがってま
た日本型多国籍企業の誕生ともなるというものである。しかもそれが恣意的
でないのは，このことが日本経済の特質と一体になっているからであり，低
廉かつ安定的な資源確保と加工貿易型は戦後日本の国是でもあった。この方
向と密着している以上，総合商社の性格と運命もまた明らかである。
こうした著者の立論の確かさを評価した上で，なお深めてもらいたいの
は，最近における日本の対米製造企業進出の急増の内容とその変化について
である。特に，貿易摩擦回避のために在米日本企業が果たしている第三国へ
の輸出促進効果について，総合商社とメーカー双方の役割を分析してほしい
と思うのは，私一人ではないはずである。そしてそこから，日本企業の全般
的な海外進出のなかでの， 90年代の総合商社の活動と方向についても，展望
してもらえれば，さらに満足できることであろう。
4 
総合商社の貿易市場支配と題された第3部は，戦後の総合商社の活動の軌
跡を歴史的に回顧したもので，それはそれで，たいへん重要なテーマであ
り，興味深く読めるが，これ自体，本来ならこの数倍も紙数を費やしてでも
論じなければならない問題である。したがって，著者自身も紙数の制約に悩
まれただろうと推測する。しかし，私自身も与えられた枚数の限度にきたの
で，ここでの紹介と批評の埓外においていただくことにして，評者の務めを
この辺で終わらせていただくことにする。
